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3. グラウチング計画・設計・施工 

3.1 コンソリデーショングラウチング 
3.1.1 施工範囲 
(1) 改訂前 

施工範囲は堤敷基礎岩盤全面とする。 

(2) 改訂後 
二ツ屋分水工の場合、堤敷部分には特に顕著な断層等は存在せず、補強が必要となる弱

部は分布していない。 

したがって、施工は遮水性の改良が対象となり、動水勾配の大きくなる堤敷上流端から

基礎排水孔までを施工範囲とした。 

[ 遮水性の改良 ] 

  動水勾配の大きい堤敷上流端から基礎排水孔までの間の着岩部付近 

[ 弱部補強 ] 

  弱部の補強対象としての対象箇所は、特になし。 

 

3.1.2 改良目標値 
(1) 改訂前 

改良目標値は全域 5Lu とする。 

(2) 改訂後 
遮水性の改良目標値は 5Lu とする。 

3.1.3 施工時期 
(3) 改訂前 

着岩部に高透水ゾーンが分布することから、着岩面付近のリークを防止し注入効果を高

めるため、カバーコンクリート（3m 打設後）とする。 

(4) 改訂後 
掘削の影響によるリークや地盤変位を防止し、注入圧力を高める効果を考えて 2 リフト

(3m)以上コンクリート打設後に行うものとする。 

3.1.4 孔の配置及び深さ 
(1) 改訂前 

一般部：5m格子 

左岸高透水ゾーン：5m 格子中央 1本 

(2) 改訂後 
堤敷上流端から基礎排水孔までの間にコンソリデーショングラウチングを 2 列配置でき

るように、規定孔はダム軸方向 5m、上下流方向 3m とする。（規定 2次孔） 

なお、左岸部の高透水ゾーンは中央に 1本追加する。（規定 3次孔） 

孔の深さは、一律 5m とする。 
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3.2 カーテングラウチング 
3.2.1 施工範囲 
(1) 改訂前 

深度方向は経験式によるものとし、これで包絡できない高透水ゾーンはカバーする。 

左右岸方向はサーチャージ水位と地下水位が交わる範囲までを対象とするが、左岸側の

FL-1 断層は止水範囲としてカバーする。 

(2) 改訂後 
施工深度は、比較的浅い位置で軟透水ゾーンが現れ、この間までをカバーする。 

左右岸方向はサーチャージ水位と地下水位が交わる範囲までを対象とする。左岸側の

FL-1 断層部は上下流方向に連続しておらず、止水範囲外とする。 

【 右岸リム部 】 

5Lu 以下の軟透水岩盤は堤体取付部の右岸側約 20m でサーチャージ水位（サーチャー

ジ水位と常時満水位の差は 1.5m とごくわずかである）まで高まっているが、導水路ト

ンネルの遮水範囲と一体化させるため、堤体取付部から 43m の区間を施工範囲（この範

囲では地下水位もサーチャージ水位まで高まる）とし、施工深度は 3ステージ：15m と

した。 

【 左岸リム部 】 

地下水位は地形なりに高まっているため、遮水範囲は地下水とサーチャージ水位の

交点までの区間（堤体取付部から 24.5m 区間）とした。 

3.2.2 改良目標値 
(1) 改訂前 

カーテングラウチングによる改良範囲は、一律 2Lu とする。 

(2) 改訂後 
・常時湛水し動水勾配が大きい範囲：2Lu 

常時満水位（EL.349.7m）以下の領域で着岩面から 10m（H/2 程度）の範囲 

・上記以外の範囲：5Lu 

常時満水位（EL.349.7m）以下で 10～25m 程度（H/2～）の範囲及び常時満水位以上の

範囲 

堤体基礎部   0～H/2（10m）       ：2Lu 

             H/2（10m）～止水範囲：5Lu 

左右岸リム部  一律               ：5Lu 

 

3.2.3 施工位置及び施工時期 
(1) 改訂前 

施工位置は上流フーチングからとし、施工時期は高さ 3～5m の本体打設後とした。 

(2) 改訂後 
改訂前と同様に、施工位置は上流フーチングからとし、施工時期は高さ 3～5m の本体打設

後とした。 
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3.2.4 孔の配置 
(1) 改訂前 

・ 主カーテングラウチング  孔間隔 1.5m 

・ 補助カーテングラウチング（左岸高透水ゾーン）  孔間隔 3.0m 

(2) 改訂後 
・ 主カーテングラウチング 

  着岩部～H/2             1.5m 間隔（3次孔まで） 

  着岩部～止水範囲        3.0m 間隔（2次孔まで） 

  着岩部～止水範囲＋1st  12.0m 間隔（P孔まで） 

・ 補助カーテングラウチング 

特に設けない。 
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5. 止水設計の考え方の経緯 

2002.08.26 

【カーテングラウチング】 

1. 補助カーテングラウチングは不要。 

2. 右岸袖部の止水深度は L＝15m（3st）とし、地下水位をカバーする範囲とする。 

3. 右岸の導水トンネルカーテングラウチングとの接合部については、ファン形式での施工と経

済比較する。 

【コンソリデーショングラウチング】 

1. 基礎排水工との間隔は 1m 程度はなす。 

2. 1.を踏まえて、カーテン・コンソリデーショングラウチングの孔配置については再整理のこ

と。 
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